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は
じ
め
に

　

大
阪
市
立
博
物
館
で
は
、
一
九
九
一
年
に
大
阪
の
張
物
玩
具
の
製
造
元
で
あ
っ
た
柴

垣
家
か
ら
柴
垣
清
氏
収
集
の
近
代
大
阪
関
係
資
料
の
寄
付
を
受
け
た
。
こ
の
資
料
群
（
以

下
、「
柴
垣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
略
す
）
は
、
お
も
に
柴
垣
清
氏
が
収
集
し
た
近
代
大

阪
の
歴
史
資
料
三
四
一
五
点
、
芸
能
資
料
八
五
七
点
、
民
俗
資
料
一
○
七
点
か
ら
な
っ

て
お
り
、
民
俗
資
料
の
な
か
の
郷
土
玩
具
関
係
資
料
の
大
半
は
柴
垣
家
に
伝
来
し
て
い

た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
郷
土
玩
具
関
係
資
料
の
な
か
に
は
、
大
阪

の
張
物
玩
具
の
製
造
に
関
わ
る
同
業
者
仲
間
の
記
録
『
張
人
形
諸
類
控
』（
明
治
一
二
年
）

が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
『
館
蔵
資
料
集 

二
○ 

大
阪
の
郷
土
玩
具
』

（
一
九
九
三
年
）
で
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
「
柴
垣
清
メ
モ
」
は
、
柴
垣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
受
贈
に
あ
た
っ
て

参
考
資
料
と
し
て
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。「
柴
垣
清
メ
モ
」
は
、「
張
物
ネ
リ
物
製
造

家
系
統
」・「
天
保
十
四
年
ニ
居
ケ
ル
玩
具
問
屋
表
」・「
奉
公
人
請
状
ノ
事
」・「
明
治

十
二
年
張
人
形
諸
類
控
」
に
関
し
て
便
箋
一
八
枚
に
綴
ら
れ
た
メ
モ
書
き
と
、「
張
物

玩
具
商
分
布
圖
」（
一
枚
）
か
ら
な
る
。「
柴
垣
清
メ
モ
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
批
判

的
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
大
阪
の
張
物
玩
具
製
造
家
の
所
在
地
や
系
譜
関
係
、
張
物

玩
具
商
の
歴
史
に
つ
い
て
関
係
者
の
末
裔
が
記
し
た
も
の
と
し
て
資
料
的
価
値
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
今
後
の
大
阪
の
張
物
玩
具
に
関
す
る
研
究
資
料
と
し
て
、

「
柴
垣
清
メ
モ
」
の
一
部
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一　

柴
垣
清
氏
と
柴
垣
清
メ
モ
に
つ
い
て

　

柴
垣
清
氏
の
経
歴
と
収
集
資
料
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
二
年
に
開
催
さ
れ
た

特
別
陳
列
「
近
代
大
阪
の
暮
ら
し
と
風
景
」
の
展
覧
会
目
録
一
一
六
号
の
な
か
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
柴
垣
清
氏
は
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
○
）
一
○
月

一
八
日
生
ま
れ
で
、
大
阪
市
立
南
大
江
小
学
校
、
大
阪
市
立
生
野
中
学
校
か
ら
、
慶
應

義
塾
と
早
稲
田
大
学
を
経
て
、
一
九
三
○
年
（
昭
和
五
）
に
大
阪
市
東
区
役
所
に
勤
務

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
二
年
後
に
は
区
役
所
を
退
職
し
、
布
施
市
に
あ
っ
た
協
和
酸
素

株
式
会
社
に
就
職
し
て
い
る
。
三
五
年
間
勤
務
し
、
退
職
後
は
自
治
会
の
会
長
や
日
赤

奉
仕
団
の
活
動
な
ど
に
携
わ
り
、
一
九
八
九
年
（
平
成
元
）
に
八
二
歳
で
他
界
し
た
。

　
「
柴
垣
清
メ
モ
」
に
よ
れ
ば
、
柴
垣
家
は
池
田
の
出
身
で
、
張
子
の
面
を
中
心
と
し

大 阪 歴 史 博 物 館 　 研 究 紀 要
第16号（67)－(72)ページ 2018年3月

大
阪
の
張
子
玩
具
職
人
関
係
資
料
「
柴
垣
清
メ
モ
」
に
つ
い
て

伊
藤　

廣
之
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た
製
造
を
お
こ
な
い
、「
面
清
」
を
名
乗
っ
て
い
た
。
家
業
の
張
物
玩
具
の
製
造
は
柴

垣
清
七
、
柴
垣
清
二
郎
、
柴
垣
清
と
続
く
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
柴
垣
清
氏
は
家
業
を
継

承
せ
ず
、
大
学
を
出
て
か
ら
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
な
っ
た
た
め
、
張
物
製
造
は
柴
垣
清

二
郎
氏
の
代
が
最
後
と
な
っ
た
。
柴
垣
清
氏
は
庶
民
の
日
常
生
活
の
歴
史
に
関
心
を
持

ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
収
集
し
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
、
家
業
の
張
物
製
造
の
歴
史

に
も
関
心
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
、
本
稿
で
「
柴
垣
清
メ
モ
」
と
名
付
け
た
も
の
は
、

大
阪
の
張
物
製
造
家
の
所
在
地
や
系
譜
関
係
、
張
物
製
造
の
歴
史
に
関
す
る
覚
書
の
よ

う
な
も
の
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
柴
垣
清
氏
が
見
聞
き
し
た
体
験
的
知
識
に
も
と

づ
く
も
の
と
い
え
る
が
、「
柴
垣
清
メ
モ
」
の
内
容
を
『
上
方
』
な
ど
第
二
次
世
界
大

戦
前
の
雑
誌
や
文
献
に
掲
載
さ
れ
た
大
阪
の
郷
土
玩
具
に
関
す
る
記
事
と
つ

き
あ
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
大
阪
の
張
物

製
造
に
関
す
る
実
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

二　

柴
垣
清
メ
モ
①
「
張
物
玩
具
商
分
布
圖
」

　

柴
垣
清
メ
モ
①
「
張
物
玩
具
商
分
布
圖
」（
写
真
1
）
は
、
縦
二
六
・
七
セ

ン
チ
、
横
一
九
・
五
セ
ン
チ
の
洋
紙
（
昭
和
一
三
年
八
月
四
日
付
、
大
阪
府

発
行
「
壓
縮
瓦
斯
中
容
器
證
明
書
」
の
裏
面
）
に
書
か
れ
た
分
布
図
で
あ
る
。

●
と
▲
は
張
物
玩
具
商
の
所
在
を
示
し
、
そ
の
印
に
付
さ
れ
た
文
字
は
張
物

玩
具
商
の
屋
号
や
通
称
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
『
上

方
』
な
ど
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
郷
土
玩
具
関
係
の
記
事
を
参
照
す
る
と
、

●
は
廃
絶
、
▲
は
現
存
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

図
1
は
写
真
一
の
一
部
の
情
報
を
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
で
あ
る
。
●
▲
に

付
さ
れ
た
文
字
の
代
わ
り
に
通
し
番
号
を
付
け
、
表
1
に
お
い
て
番
号
順
に

写真１　張物玩具商分布図図１　張物玩具商分布図（トレース）
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張
物
玩
具
商
の
通
称
、
名
前
等
、
住
所
そ
の
他
の
情
報
を
加
筆
し
て
一
覧
表
に
ま
と
め

た
。
表
1
の
う
ち
、
10
番
と
26
番
に
つ
い
て
は
、
分
布
図
に
所
在
地
が
示
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
通
称
・
名
前
等
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。
こ
の
分
布
図
に
よ
っ
て
、
お
も

な
張
物
玩
具
商
が
上
町
筋
と
谷
町
筋
の
あ
い
だ
の
南
北
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
初
め

て
明
ら
か
と
な
っ
た
。

番号 記号 通称 名前等 住所その他
1 ▲ 名倉 名亀吉倉 東区十二軒町
2 ● 河宇 河内屋宇兵衛 谷町五丁目営林署坂下ニ在ッタ
3 ● 面清 柴垣清七 池田出身、東区龍造寺町
4 ▲ 加地 加地勇吉 東区広小路
5 ● 張伊 東区北桃谷町
6 ● 泉新 和泉屋新三郎 和泉出身、新町焼ノ時ニツブレタ
7 ▲ 楠田 楠田与三郎 東区空堀通三丁目
8 ● 面伊 柴垣半七 姫路出身、谷町筋空堀南入東側
9 ● 小川 小川久七 姫路出身、東区南桃谷
10 ● ― ― 東区南桃谷
11 ● 面利 赤松利吉 東区宰相山町
12 ● 木村 東区上汐町二丁目
13 ● 品川 品川熊七 姫路出身、東区東平野町二丁目
14 ● 泉作 大軌上六裏、親方ヲ凌グ腕ヲ持ッテ居タ由、何デモスル人
15 ● 尾直 尾惣事 天王寺区谷町筋生玉表門北ヘ入ル

16 ● 楠木
ヤ 楠木屋 生玉表町附近、河内嫁入リ人形練物一式

17 ● 張吉 東区東平野町三丁目
18 ● 播伊 山本 鶴橋付近
19 ● 河喜 天王寺区生玉筋榎ノ付近
20 ● 馬芳 生玉消防署ノ西側
21 ▲ 明珍 天王寺区生玉前町、ネリヤ
22 ● 泉卯 東区上本町八丁目付近
23 ▲ 河新 中村新太郎 天王寺区、相撲取屋（清水寺北門）ノ権利ヲ買ッテ河新ガ相撲取ヲ造ッタ
24 ▲ 面十 赤松十吉 天王寺区内平野町六丁目
25 ● 泉常 清水寺阪下付近
26 ● ― ― 天王寺区
＊「張物玩具商分布図」により表を作成し、「張物ネリ物製造家系統」・『張人形諸類控』への書き込みをもとに加筆。

写真 2　張物ネリ物製造家系統写真 3　張物ネリ物製造家系統

表 1　張物玩具商一覧
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三　

柴
垣
清
メ
モ
②
「
張
物
ネ
リ
物
製
造
家
系
統
」

　　

柴
垣
清
メ
モ
②
「
張
物
ネ
リ
物
製
造
家
系
統
」（
写
真
2
・
写
真
3
）
は
、「
協
和
酸

素
株
式
会
社
」
の
便
箋
二
枚
（
通
し
番
号
一
〜
二
）
に
職
人
の
系
譜
関
係
を
記
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
メ
モ
に
は
、
製
造
家
の
通
称
や
系
譜
関
係
の
ほ
か
、
出
身
地
や
現
住

所
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
図
2
で
は
柴
垣
清
メ
モ
を
も
と
に
し
て
、
通
称
・
系
譜

関
係
・
出
身
地
に
絞
っ
て
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
て
み
た
。
こ
の
メ
モ
に
よ
り
、
泉
新
・

面
伊
・
河
宇
な
ど
主
要
な
製
造
家
の
系
譜
関
係
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
な
お
文
末
に
あ

る
毎
年
三
月
頃
の
木
型
へ
の
感
謝
の
祭
り
に
つ
い
て
は
、
子
細
が
不
明
で
あ
り
、
今
後

の
研
究
課
題
で
あ
る
。

四　

柴
垣
清
メ
モ
③
「
張
物
玩
具
製
造
の
由
来
」（
仮
称
）

　

柴
垣
清
メ
モ
③
は
「
張
物
玩
具
製
造
の
由
来
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、「
協
和
酸

素
株
式
会
社
」
の
便
箋
三
枚
（
通
し
番
号
三
〜
五
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
記
載
さ
れ
た

内
容
に
つ
い
て
は
、
親
か
ら
の
伝
聞
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
記
載
内

容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
体
玩
具
製
造
家
ノ
文
献
ヲ
探
ス
ニ
何
モ
ナ
ク
只
聞
傳
ヘ
ニ
依
ル
ノ
外
ナ
ク
又
古
キ
製

造
家
モ
殆
ン
ド
ナ
ク
ナ
リ
今
ハ
現
存
者
ハ
数
家
ヲ
数
フ
ル
バ
カ
リ
ト
ナ
ツ
タ
、
地
域
的

ニ
云
ヘ
バ
谷
町
筋
五
丁
目
附
近
カ
ラ
南
椎
寺
町
附
近
迄
ノ
間
ニ
散
在
シ
特
ニ
生
玉
前
町

附
近
ニ
多
カ
ツ
タ

泉
新
ノ
先
祖
ハ
木
田
姓
ニ
シ
テ
大
阪
城
築
城
ノ
際
建
築
御
用
達
ト
シ
テ
秀
吉
ニ
用
ヒ
ラ

レ
功
ニ
ヨ
リ
上
本
町
一
丁
目 

現
在
ノ
國
防
會
館
ノ
所
ニ
一
町
四
方
ノ
土
地
ヲ
モ
ラ
ツ
タ
、

図 2　張物ネリ物製造家系統
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倉
ガ
七
ツ
ア
リ
、
ソ
ノ
中
ニ
人
形
ノ
型
及
製
品
ヲ
一
杯
ツ
メ
テ
居
タ
由
、
庭
先
ガ
広
荘

ニ
シ
テ
山
吹
ヲ
多
ク
植
ヱ
テ
居
ツ
タ
、
ソ
ノ
名
ガ
高
ク
人
ガ
見
ニ
来
タ
由

型
ヲ
造
ル
型
師
ガ
常
用
ト
シ
テ
一
人
傭
ツ
テ
ア
ツ
タ
由
、
然
ル
ニ
息
子
ガ
放
蕩
ノ
結
果

家
ガ
オ
ト
ロ
ヘ
テ
皆
死
絶
ヱ
タ

木
田
ノ
墓
ハ
天
満
寺
町
デ
ン
ド
ー
寺
ニ
在
リ

又
住
吉
神
社
ノ
石
燈
籠
ヲ
寄
進
セ
リ
、
玩
具
商
一
同
ト
シ
テ
泉
新
ノ
名
ガ
ア
リ

泉
作
ノ
作
ツ
タ
左
大
臣
右
大
臣
ガ
現
在
天
満
天
神
ニ
ア
リ

神
農
ノ
虎
ハ
明
治
十
八
年
ニ
大
阪
市
中
ニ
コ
レ
ラ
ガ
萬
延
シ
タ
時
ニ
黄
色
ヲ
ツ
ケ
タ
ラ

治
ル
ト
ノ
事
デ
虎
ヲ
造
ツ
テ
賣
ツ
タ
由

最
初
河
宇
ガ
造
リ
テ
御
堂
筋
ノ
問
屋
作
田
ヲ
経
テ
神
農
サ
ン
ニ
納
入
セ
リ

後
河
新
ト
面
清
（
天
満
ノ
讃
岐
屋
ガ
止
メ
タ
ノ
デ
ソ
ノ
型
ヲ
買
ツ
テ
始
メ
タ
）
ガ 

神

農
虎
ヲ
造
リ
天
満
樋
ノ
上
町
ノ
問
屋
菱
屋
ヲ
経
テ
神
農
ニ
納
メ
リ

現
在
デ
ハ
楠
田
要
蔵
（
東
区
空
堀
通
三
丁
目
）
ガ
一
手
ニ
テ
造
リ
神
農
ヘ
直
接
納
入
セ

リ
　

以
上
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
泉
新
の
先
祖
は
木
田
姓
で
、
墓
が
天
満
寺
町
の
「
デ
ン
ド

ー
寺
」
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
一
致
す
る
寺
院
は
現
在
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ

し
似
た
寺
院
名
と
し
て
浄
土
宗
の
「
善
導
寺
」
が
あ
る
。
善
導
寺
の
関
係
者
に
よ
れ
ば
、

木
田
姓
の
墓
は
承
知
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
他
、
大
阪
天
満
宮
の
左
大

臣
・
右
大
臣
像
の
製
作
者
や
、
少
彦
名
神
社
の
神
農
虎
製
造
を
め
ぐ
る
経
過
な
ど
、
興

味
深
い
記
載
が
み
ら
れ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

お
わ
り
に

　

張
子
は
「
張
物
」、
張
子
で
つ
く
っ
た
人
形
は
「
張
人
形
」
と
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代

か
ら
大
阪
の
名
産
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
大
阪
は
張
子
の
材
料
に
使
う
反
故
紙
を
入

手
し
や
す
い
と
い
う
地
の
利
も
あ
り
、
西
日
本
に
お
け
る
張
子
生
産
の
中
心
地
と
な
っ

て
い
た
。
張
子
は
木
型
に
何
枚
も
の
反
故
紙
を
重
ね
貼
り
し
、
乾
燥
後
に
木
型
を
抜
き

取
り
、
色
彩
を
施
し
て
仕
上
げ
る
。
明
治
時
代
に
入
る
と
、
ブ
リ
キ
や
ゴ
ム
な
ど
新
素

材
を
使
っ
た
玩
具
が
登
場
す
る
が
、
張
子
の
玩
具
は
値
段
が
安
く
て
壊
れ
に
く
く
、
し

か
も
運
搬
が
容
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
庶
民
の
玩
具
の
主
役
と
な
り
、
明
治
時
代
に
全
盛

期
を
迎
え
た
。

　

柴
垣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
、
明
治
一
二
年
の
張
子
職
人
仲
間
の
記
録
『
張
人

形
諸
類
控
』
に
は
、
二
七
人
の
張
子
職
人
の
名
前
と
製
品
の
一
覧
が
記
さ
れ
て
お
り
、

大
阪
張
子
の
盛
時
の
よ
う
す
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
製
品
を
み
て
い

く
と
、
職
人
の
な
か
に
も
技
術
の
系
統
が
あ
り
、
河
宇
・
河
喜
・
林
喜
重
郎
な
ど
の
よ

う
に
人
形
や
玩
具
一
般
を
手
が
け
る
系
統
と
、
泉
作
・
柴
垣
半
七
・
尾
直
の
よ
う
に
面

を
主
と
し
て
様
々
な
製
品
を
つ
く
る
系
統
と
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
お
『
東
区
史
』
第
四
巻
に
よ
れ
ば
、
昭
和
戦
前
期
に
張
子
玩
具
の
生
産
を
続
け
て

い
た
の
は
、
面
清
（
龍
造
寺
町
）・
名
倉
亀
吉
（
十
二
軒
町
）・
加
地
勇
吉
（
広
小
路
町
）・

赤
松
菊
治
（
宰
相
山
町
）・
楠
田
与
三
郎
（
空
堀
通
）
な
ど
の
職
人
で
、
戎
物
・
か
づ
ら
・

達
磨
・
虎
面
・
力
士
な
ど
の
張
子
や
獅
子
舞
な
ど
が
製
作
さ
れ
て
い
た
。
第
二
次
世
界

大
戦
後
、
そ
う
し
た
張
子
玩
具
製
造
家
の
大
半
は
廃
絶
し
、
楠
田
家
と
峯
家
が
大
阪
張

子
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
張
子
の
虎
・
達
磨
・
面
・
獅
子
頭
な
ど
を
中
心
に
製
作
し
て

い
る
。
な
お
一
九
九
四
年
に
は
、
柏
原
市
の
峯
商
店
が
製
作
す
る
「
大
阪
張
り
子
」
が
、

大
阪
府
の
「
大
阪
の
伝
統
工
芸
品
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
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大阪の張子玩具職人関係資料「柴垣清メモ」について
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